
改善計画

7月 1月

g
達成
値

g
達成
値

イ ロ ハ

・毎週「コミュニケーションタイ
ム」を設け，他者理解の育成を図
る。
・クラス会議を定期的に開催し，自
治的風土を構築する。
・ファミリー活動（掃除，遊び，行
事）による異学年交流を促進する。
・集会やファミリータイムなど，子
どもたちの主体的な表現の場，チャ
レンジの場を設ける。
・不安傾向を軽減させるプログラム
を継続実施する（第５学年対象）。
・思いやりの木，思いやり貯金の取
組を推進する。

学校生活に関するアンケートに
おいて，①ファミリーやクラス
に関する項目②「学校が楽し
い」の項目の肯定的評価の割合

アセスの生活満足感５０以上の
学級数

肯定的評価
①８０％
②８０％

１１/1１学級

肯定的評
価
①９１％
②９０。
５％

１１／１
１学級

112
％

100
％

A

・学校生活に関するアンケートにおいて，｢
ファミリー活動が好き｣と答えた理由とし
て，｢ファミリー遊びが好きだから｣｢ファミ
リー行事やイベントが楽しいから｣と答えた
児童が６割を超えていた。また，｢ファミ
リー活動は関わる力とチャレンジする力が
つくから｣と答えた児童も５割を超えてい
た。このことから，児童は異学年での関わ
りに楽しさを感じており，児童自身がファ
ミリー活動に価値を見出しているのも分
かった。

・コミュニケーションタイムやクラス会
議，思いやりの木の活動を通して，児童は
共同体感覚を育み，学校生活を楽しみなが
ら過ごすことができた。また，アセス研修
を行い，様々な取組を統一して行うことや
２学期に向けた学級経営，個への具体的な
アプローチを協議することができた。

3 0 0

・ファミリー活動を通して,子供達の成長を感
じます。今後も引き続きファミリー活動に取
り組んでほしい。

・「知っている人」「知ってもらえている
人」がいるという安心館がすばらしい。

１学期の取組を継続・発展させていくため
に，以下の３点に力を入れていく。
①実践後，教員・児童によるふり返りを行
い，児童にとってよりよい取組にするため
に改善していく。
②全職員が同じ方向を向いて取組を行える
ように，事前に「何のために行うのか」
「どのように行うのか」を早めに周知し，
教員間で共有を密にする。
③「学校が楽しい」と思えるような学校に
するために，児童が主体となった取組を支
えていく。

・月に２回以上，食育に関する動画
や写真を使った指導等を栄養教諭と
担任で協力して行う。
・委員会活動を中心に，配膳時間の
短縮の取組を行い，食事時間を確保
する。また，食に関する啓発活動を
行う。

給食に関するアンケートにおい
て，①「好き嫌いせず食べよう
としている」，②「食べ物を大
切にし，残さず食べるようにし
ている」の割合

主菜・副菜の残食率の割合

肯定的評価①７
２％（昨年度６
５％））
②８７％（昨年
度８６．９％）

残食率７.5％以
下
（前年度８．
４％）

肯定的評
価

①７２％
②９０％

残食率
６.３％

1０2％

1１９％

A

・給食に関するアンケートにおいて，「好き嫌いせ
ず食べようとしている」「食べ物を大切にし，残さ
ず食べるようにしている」の肯定的な評価が達成で
きた要因として，担任と栄養教諭による給食指導を
通して好き嫌いせずバランス良く食べることの大切
さを知ったことが考えられる。

・残食率が減った理由として，担任がより配膳時の
児童への指導を丁寧にしていることと委員会の取組
によって配膳時間の確保をきちんとされていること
が考えられる。

3 0 0

・子供達も頑張っているので，給食のメ
ニューの見直しなどをしてほしい。

・子供発信の目標が１つでもできるとよいと
感じた。

１学期の取組を継続していく。食に対する
食べたいという意欲を高めるために，調理
の様子の動画を活用し指導したり，給食放
送時に委員会から食品名を伝える活動に取
り組んだりする。

地
域
・
保
護
者
に

関
わ
る
こ
と

社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
を
実
現

す
る

・保護者，地域に教育活動の具体的
展開について広報し，理解と協力を
得る。

地域のゲストティーチャーから
学ぶ授業を展開する。

保護者に対するＨＰの更新頻
度，更新内容に係る評価アン
ケート。

ゲストティー
チャーとの授業
６/６学年（年
間）

肯定的評価
８５％以上

4/６

92％

79% C

・１学期は，地域のゲストティーチャーから学
ぶ授業を６学年中４学年実施した。残りの学年
においても，２学期に計画を立てており，実施
する予定である。ゲストティーチャーを学校へ
招いたり，校外へ出かけて話を伺ったりしなが
ら，学習内容を深め，地域の人や施設，自然の
素晴らしさについて気付くことができた。

・HPでは，各学年の学習活動の様子を写真を効
果的に活用しながら保護者や地域へ幅広く発信
することができた。

2 1 0

・地域とのふれ合いで学べることはとても大
事だと思います。引き続き進めていってほし
い。

・多岐にわたるゲストティーチャーの活用場
面がよくわかった。地域人材の活用が充分行
われていると思う。

２学期も，引き続き地域のゲストティー
チャーとの交流を積極的に行い，地域学習
の価値を高めていく。また，学習の成果を
HP以外にも児童が考えた表現方法で保護者
へ発信できるような工夫を行う。

　

地域社会の中に位置付く学
校をめざし，教育活動へ積
極的な協力者を増やす。

※      部は昨年度からの追加・修正点
　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は
適正でない。　ハ：わからない。
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・「学びのスタンダード」「子供達の関わり
の授業」どちらも定着を感じます。

・結果をもとにしっかりと分析され，今後の
見通しについても具体的でわかりやすい。

・今後も課題のあった読解力について，授業
改善を図り,理解できるように取り組んでほし
い。

・全国学力・学習状況調査，各学年の１学
期末テスト，そして実際の児童の姿から成
果と課題を分析し，指導内容，指導方法の
見直しを図っていく。

①外部講師を招きながら，定期的に研修を
行い，教材の価値により深く迫るための教
材研究の力を高める。
②互いの授業を見合うことを通して，授業
づくりの力を学校全体で向上させていく。
③「関わり合いの授業づくり」を教員・児
童が一体となって継続していくこと。
　これらの３点に加え，２学期以降は，
「○○字以内で書き抜きましょう」のよう
に，いろいろな出題の形式に合わせて正確
に答えることができるようにするため，授
業でも，条件を設定して書かせる場面を多
く設けていく。
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自律的な行動，他者意識を
もった言動ができる児童を
育てる。

協同的な学校生活の場を意
図的に設定し，自己肯定
感，役立ち感，憧れ感，
リーダーシップ，フォロ
ワーシップを醸成する。

自らの健康に関する課題を
克服するための実践を自律
的にできる力を培う。

肯定　65%
（前年度比向
上）

国語科　3/5学
年
算数科   3/5学
年
（２～６年）

国語科6/9学級
算数科6/9学級

 肯定
75.8％

－

国語科２
/9学級
算数科

8/9学級

ー

ー

33％

133
%

B

・「自律的学習尺度」を測るアンケートに
おいて，肯定的な回答が７５％を超えた。
「勉強することが楽しい」「将来のために
勉強しよう」と学習意欲をもちながら勉強
するようになってきている。関わり合いの
授業づくりや習熟度別学習の取組の成果で
あると考える。

・国語科では，授業において，登場人物の
心情や筆者の主張を読み取ることができる
ようになってきており，友達と意見を交流
し合ったり深め合ったりする面白さも感じ
始めている。反面，テストにおいては，設
問に正確に答えきることができていないと
いう課題が見られた。
・算数科では，学力に依然として差が見ら
れるものの，習熟度別学習によって一人一
人に合った授業を展開することで成果が出
ている。
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価
j 結果と課題の説明

k 二次評価

l コメント m 改善案
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「自ら学ぶ意欲」を培う教
育環境を構築する。

基礎・基本の学力を確実に
習得させ，論理的思考力，
表現力を培う。

・「栗原北小」学びのスタンダード
の定着を図る。
・フレームリーディングによる「読
む活動」の充実を図る。
・読解力を支えるベースとして読書
活動，NIE活動を活性化させる。
・算数科において，２年・４年・５
年・６年は習熟度別学習を展開し，
基礎学力の定着を図る。
・自由進度学習を試行的に実施す
る。
・総合的な学習の時間の新プログラ
ムを試行実践する。

「自律的学習動機尺度」の経年
比較により，内発的動機づけが
有意に向上する。

標準学力調査（国語科・算数
科）において，前年度比より向
上する学級数（通常学級）

国語科，算数科の学期末テスト
における学級平均が期待値との
比較において3ポイント向上す
る学級数（通常学級）

評価計画 自己評価 学校関係者評価

領域 b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標
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令和５年度　学校評価表　　

学校教育目標 関わりの力をもち，自分を表現することができる児童の育成　～人は人の中で人になる～

尾道市立栗原北小学校
a 　ミッション 主体性と規範意識を身に付け，心を育てる小中連携教育の推進 a 　ビジョン

自ら学ぶ意欲を培い，基礎・基本の学力を確実に習得させる学校
自己コントロールができ，協働的な学びの場の中で自己肯定感を育む学校
自らの健康に関する課題を明らかにし，自律的に解決できる児童を育む学校
地域・保護者と共に教育活動を創造する学校

様式1


